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【研究要旨】三重県が中心となり行う「過疎地域等における急性心筋梗塞の急性期治療に関する研究」の
うち、東京都ではこれらの地域の対照となる位置づけで患者データの集計と解析にあずかる。東京都で
は東京都CCU連絡協議会（東京都CCUネットワーク）が 1978年より急性心筋梗塞に対する緊急治療連
携システムを発足し、改変を繰り返して現在に至る。2012年の 68施設参画に加え、2013年には 71施設
が参画し、緊急カテーテル治療と合併症に対するCCU治療を実施できる体制が運営されている。本研究
の初年度・第 2年度は、東京都の役割としてCCUに収容された各々4732例、4494例についての患者登
録を現在進行中である。今後、本研究に参加する４県の患者データと合わせて解析を進める。 
 
A．研究目的 
東京都に 2012 年-2013 年に発生した急性心
筋梗塞について、発症から CCU 施設収容なら
びに急性期治療とその転帰について解析を行
い、参加４県の結果と比較検討を行う。 
 
B．研究方法 
東京都 CCUネットワーク参画 71施設の急性
心筋梗塞患者の従来からの CCUネットワーク登
録データから、本研究に用いる項目について分
離し登録を行う。 
 （倫理面への配慮） 
1982 年より東京都で行われているコホート研究
であり、各施設での承認は済んでいる。データ
集計にて各個人データは姓名等の個人を識別
できるデータは既に末梢されて登録されており、
本研究への参加時には個人 IDに関しては完全
に匿名化できている。 
 
C．研究結果 
東京都にて発症した急性心筋梗塞の集計で
は、2012年に 68CCU施設に収容された急性心 
筋梗塞は 4732 例であり、うち 269 例が 30 日に
て死亡(5.7%)であった。一方、71CCU 施設とな
った 2013年では、急性心筋梗塞は 4494例であ
り、うち 228 例が 30 日にて死亡し、死亡率は
5.1%であった。計 2 年間の詳細な解析が進行
中であり、他 4 県との比較は今後の詳細データ
集計後に行われる。 
D．考察 
東京都に発生する急性心筋梗塞の発症から急
性期治療に関する解析は、居住者の構成の差
違、地域医療システムの違いなど、過疎地域等
と基礎条件から異なる可能性が大きい。本症に
対する効率的な治療の普及と診療システムの構 

 築には、東京都が対照として重要な位置づけと
なると推測され、詳細な結果の対比が待たれ
る。 
 
E．結論 
全国４県と過疎地域と東京を代表とする都会
における急性心筋梗塞の急性期診療体制とそ
の転帰の解析は有用性が高いと考えられる。 
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